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面で屈折や反射が起こります。積層構造のよう
に複数の界面があると、光は各界面で屈折や反
射を繰り返しながら干渉をし、積層構造全体と
しては光の波長に応じて透過や反射をすること
になります。
　開発した波長選択性コーティングは、日射光
のエネルギー分布に対して最適な可視光透過特
性と熱線反射特性を持つように設計されている
ので、既存のLow−Eガラスより高い遮熱性と
採光性を示します。コーティングに利用するス
パッタリングは代表的な成膜技術の1つで、基
材との付着力に優れ、緻密で良質な膜が比較的
低温で作製できる特徴をもっています。また、
大面積成膜も可能で、すでに一辺がメートル
オーダーの成膜が実用化されています。

今後の展開
　さらなる特性の向上とシンプルな膜構造が両
立するように材料の最適化を図っています。ま
た、高い遮熱性と採光性をもつ波長選択性コー
ティングをPETなどのプラスチックフィルム
上に行うことも考えています。波長選択性コー
ティングをしたプラスチックフィルムを既存の
窓ガラス上に貼付すれば、ガラスを交換するこ
となく同様の日射熱遮熱性などの特性を持たせ
ることができます。ただ、プラスチックはガラ
スに比べて膜の剥離が起きやすく実用上の問題
があります。
　今後、材料の最適化とコーティング技術のさ
らなる改良によってこれらの問題を克服し、波
長選択性コーティングの実用化を目指したいと
考えています。

日射熱反射ガラス用の波長選択性コーティング
日射光の遮熱性と可視光透過性を実現

エネルギー消費と地球環境
　石油、石炭などの化石エネルギーの消費に
伴い排出されるCO2などが地球温暖化の原因と
なっています。京都議定書では、日本は2012
年までに温室効果ガスの排出量を基準年度

（1990年）に比べて6 %削減することを義務付け
られています。2005年度現在、わが国の温室
効果ガス排出量は、産業部門が−5.5 ％ですが、
民生部門の業務部門や家庭部門がそれぞれ基準
年度比＋44.6、＋36.7 ％と大きく上回っており、
今後これらの部門の抜本的な対策を考える必要
があるといわれています。

日射に対して高い遮熱性と採光性をもつ波長選
択性コーティング

　窓から室内に入射する日射は、冬には暖房負
荷を軽減させる効果がありますが、夏には冷房
負荷の大きな要因となります。近年、温暖な地
方では夏の冷房のために電力需要のピークが生
じるようになっています。新しく開発した日射
熱反射ガラスの波長選択性コーティングは、80 
％以上の可視光透過率を確保しながら、日射に
含まれる熱線（赤外線）を50 ％以上反射させる
機能をもっています。そこでこれを家屋やビル
の窓ガラスに利用すれば、冷房負荷の主原因で
ある日射熱を避けながら採光を確保することが
でき、省エネに貢献することが期待されます。
　この波長選択性コーティングは、反応性ス
パッタリングによりナノメートルオーダーに制
御した酸化チタンと酸化ケイ素を主原料とする
薄膜で構成された積層構造をしています。屈折
率の異なる媒体間に光が入射すると、媒体の界
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作製した日射熱反射ガラスの日射光の透過特性
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機能性酸化物薄膜とスパッタ
リング成膜をキーワードに研
究を行っています。主に新規
透明導電性材料の探索やそれ
を利用したデバイスの実証が
最近のテーマです。また、ス
パッタリングではイオン化ス
パッタリングによる薄膜構造
制御などに興味があります。
産総研発の新材料を世の中に
発信することを目指していま
す。
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